
パックテストで何がわかるの？ 

Ａ．パックテストとは 
パックテストは簡易の水質分析器具です。ポリエチレンチューブの中に調合された試薬が密封されてい

ます。チューブの先端のラインを引き抜いて、しらべたい水を吸い込みます。水に色がつきますので、

指定された時間で標準色と比べ濃度を読み取ります。だれでもどこでもかんたんに測れます。 

測定方法、測定環境のばらつきがあり、数値の信頼性は薄い。同時にいろいろな水を測るとき、その

比較はできる。パックテストは簡易法ですから、目安として利用してください。 
 
Ｂ．パックテストで測るときの注意点 
１．手や水を採る容器をよく洗って測定してください。 
お化粧のクリーム、料理をした後、汗がついた手でパックテストを扱うと、値がちがってきます。 
また、水を採取する容器は、特にペットボトルには、ジュースや醤油などが付着しているので測定結果

に影響を与えます。蒸留水などの特別な水を使う必要はありません。調査する川や、水道で OK です。 
 
２．化学薬品としてのパックテストで注意すること 
パックテストは、吸い上げた水が、酸性あるいはアルカリ性になっているものがあります。手や衣服に

付いた場合、つぎのような処置をしてください。 
 １） 溶液が目に入ってしまったら、すぐに多量の水で洗い、よく洗い流してください。 
 ２） 溶液を飲み込んでしまったら、多量の牛乳または水を飲み、吐きもどしてください。 
 ３） 溶液が手や皮膚についたら、すぐに手を洗ってください。これらの処置をした後、場合によっ

ては、医師の診断を受けてください。 
 
３．使用済みのパックテストの処理は、どうするのですか？ 
使用済みのパックテストは、発色した水をチューブの外に出さないよう必ず紙にくるんで、燃えるゴミ

として処分してください（チューブはポリエチレン製です）。 
 
４．一杯の水で複数の項目の測定するときは、別のコップに小分けして測定してください。 
直接パックテストを入れると試薬が入ってしまうことがあり、測定値がちがってきます。 
 
５．川や雨の水を採取する際、泥や砂などが混入しないようにしてください。 
泥や砂が入ると、測定値がちがってきます。 
 
６．水の温度 
しらべる水の温度は 15～40℃間を想定していますので、この範囲で測るようにしてください。ただし、
項目によっては水温が指定されている項目がありますので、取扱説明書をご参照ください。温度が低い

と反応が遅くなり、高いとチューブがやわらかくなりすぎて、測りにくくなります。また水を吸い込ん

だ後、チューブ内の空気が温められ中の液が飛び出すことがありますのでご注意ください。 
７．チューブの色と比色表を比較するときの注意点 
 
直接日光の当たらない、日陰や室内でおこなってください。光源は自然光の日陰を標準としています。

一般の蛍光灯程度でしたら比色可能です。光源によって比色表と発色が異なった色に見えることもあり

ます。必ず比色表の白い部分（色と色の間）にチューブの背面をつけて比色してください。比色表から

チューブを浮かせると、色が薄く見えてしまいます。 
 



Ｃ．測定項目と測定結果からわかること 

 

pH 酸アルカリの程度。7が中性。7よりも小さい値は酸性、大きい値はアルカリ性。 

酸性雨とは pH5.6 以下の雨を言います。 

川は、ｐＨ６．５から７．５くらいです。 
水道水ではほとんどｐH6.5～7.5の間に入っています。 
 
井戸水などで酸性の水（地質的はもの）、アルカリ性の水（地質的なもの、セメントから

の溶出）がありますが、いずれも特有の味、臭いがして飲料水には不適です。 
普通は河川、湖のｐHは特殊な例を除いて中性の 7付近ですが、藻の生えている湖では昼
間はアルカリ側、夜になると弱酸性側と大きく変化することがあります。これは、藻の光

合成作用によるもので、藻が昼間は水中の炭酸ガスを吸収するために pHがあがり、夜は
炭酸ガスを放出するので pHが下がります。その他、ｐHは化学変化の大きな要素にもな
っていますので、大事な項目の一つです。 
アルカリ性：石鹸水、アンモニア水 
酸性：胃液、レモン汁、酢 

COD 酸化されやすい物質（主に有機物）が薬品で酸化されるとき、その薬品の消費量をあらわした値。 

 
COD値が高いということは水中の酸素を消費してしまう物質がたくさん入っていること
を意味します。生活排水、工場排水など汚水が混入している可能性があります。COD値
が高いと、水中の物質が酸素を奪ってしまうので、水中の酸素が足りなくなり魚が棲めな

くなってしまいます。また、自然浄化作用も低下してしまいます。 
 
お米のとぎ汁、牛乳やジュース、コーヒー、みそ汁、しょうゆ 

亜硝酸体

窒素 

アンモニウムイオンの酸化によりできる生活排水の汚れを示す１つの目安。 

 

食べ物の多くは主に窒素、炭素、水素でできています。炭素は炭酸ガスに、水素は水に変

化しますが、窒素の変化は複雑です。食べ物のかす、お風呂の水、し尿等の窒素分Ƃ分解
Ƃアンモニウム（NH4）Ƃ亜硝酸（NO2）Ƃ硝酸（NO3）と変化します。硝酸（NO3）
のかたちで植物の栄養素になります。この過程の途中にあるのが亜硝酸です（亜硝酸の状

態の窒素なので亜硝酸体窒素、亜硝酸性窒素、亜硝酸態窒素とも表示します）。 
亜硝酸値が高い川の水は、近くに汚染源があることを推定させます。亜硝酸は酸素をとる

力がたいへん強いので魚の体にも大きな影響を与え、水槽で魚を飼育している場合、高濃

度のときは水の交換が必要です。 

硝酸体窒

素 

亜硝酸イオン、アンモニウムの酸化で生じる。上流の河川水、地下水、湧き水の窒素化合物は主

に硝酸イオンである。 

 

アンモニア、亜硝酸が酸化されることによって生成される有機性窒素体の最終生成物が硝

酸です。水道法では亜硝酸性窒素と硝酸性窒素との合計量が 10mg/L（=ppm）以下に規制
されています。体内に入ると亜硝酸へ還元され、魚介類に含まれるアミノ酸と反応する

と、N-ニトロソアミンが生成され、この物質は発がん性が疑われています。硝酸を過剰摂
取すると、とくに乳児はメトヘモグロビン血症という病気になりやすく、硝酸性窒素で

22mg/L（=ppm）以上を含む水は乳児には使用すべきではない、とWHOでは勧告してい
ます。 




